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藤
原
市
長
は
、
２
月
２５
日
の
令
和
２
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
施

政
方
針
を
表
明
し
、
総
額
１
千
６６６
億
９
千
１９７
万
１
千
円
の
新
年
度
予
算

案
を
提
案
し
ま
し
た
。
施
政
方
針
の
概
要
は
次
の
通
り
（
４
面
に
主
な

施
策
（
案
）。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
問
い
合

わ
せ
は
市
政
策
室
!

７８４
・
８
０
０
７
へ
。

【
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
】

世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
」
が
、
５６
年
の
時
を
経
て
再

び
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
場
が

内
定
し
た
本
市
在
住
の
水
泳
飛
び
込

み
選
手
・
荒
井
祭
里
さ
ん
を
は
じ

め
、
本
市
ゆ
か
り
の
代
表
候
補
選
手

の
活
躍
を
祈
念
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま
す
。

同
時
に
、
大
会
の
開
催
が
も
た
ら

す
社
会
変
革
へ
の
影
響
力
に
も
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
前
回
の

開
催
時
に
整
備
さ
れ
た
交
通
イ
ン
フ

ラ
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
経
済
発
展

を
支
え
ま
し
た
。
東
京
２
０
２
０
が

今
後
の
日
本
社
会
に
ど
の
よ
う
な
変

革
を
も
た
ら
す
の
か
注
目
し
て
い
ま

す
。

【
人
口
は
微
増
で
推
移
】

本
年
は
市
制
施
行
８０
周
年
の
節
目

の
年
で
す
。
昭
和
１５
年
１１
月
１０
日
に

伊
丹
町
と
稲
野
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
本
市
は
、
８０
年
間
で
人
口
が
約

５.２
倍
と
な
り
現
在
も
微
増
傾
向
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
国
全
体

の
人
口
が
昨
年
１
年
間
で
約
３０
万

人
、
兵
庫
県
で
は
約
２
万
１
千
人
減

少
す
る
中
、
本
市
は
２７８
人
増
加
し
ま

し
た
。
県
下
４１
市
町
中
、
増
加
し
た

の
は
本
市
を
含
め
て
４
市
で
、
本
年

２
月
１
日
現
在
の
推
計
人
口
は
１９
万

８
千
５６２
人
と
、
過
去
最
高
を
記
録
し

ま
し
た
。

【
市
民
意
識
調
査
】

昨
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、「
住

み
や
す
い
」
と
回
答
し
た
人
は
８６
％

に
、「
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
し

た
人
は
８７
・
６
％
で
、
両
回
答
と
も

に
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
中
で
最

も
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
は
昨
年
１２
月
に
、
阪
神

南
県
民
セ
ン
タ
ー
と
阪
神
北
県
民
局

の
統
合
方
針
を
示
し
、
本
局
を
現
在

の
県
伊
丹
庁
舎
に
整
備
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
本
市
が
阪
神
地
域
の
中

心
に
位
置
し
、
来
庁
者
の
交
通
利
便

性
が
高
い
こ
と
、
自
然
災
害
の
リ
ス

ク
が
少
な
く
災
害
時
に
お
け
る
対
応

機
能
が
発
揮
で
き
る
こ
と
な
ど
を
理

由
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、
本
市
が
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

ス

マ

ー

ト

イ

タ

ミ

【「
Sm
a
rt
Ita
m
i」

を
宣
言
】

昨
年
６
月
、
職
員
に
向
け
て
、
超

勤
レ
ス
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
３
つ
を
軸
と
し
た

「S
m
a
rt
Ita
m
i

」
を
宣
言
し

ま
し
た
。
新
庁
舎
で
の
執
務
の
あ
り

方
を
念
頭
に
、
紙
文
書
を
削
減
す
る

た
め
、
資
料
の
電
子
化
と
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
を
推
進
し
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
の
先
行
導
入
並
び
に
Ａ
Ｉ

や
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
事
務
処
理
な

ど
、
業
務
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

先
端
技
術
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
持
続
可
能
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
従
来
の
仕
事
の

や
り
方
や
慣
例
を
見
直
し
ま
す
。

【
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
】

来
年
度
は
、
第
５
次
市
総
合
計
画

の
総
仕
上
げ
の
年
で
あ
る
と
同
時

に
、
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
す
。

私
は
市
長
と
し
て
自
ら
先
頭
に
立
っ

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
、
日
々
影
響
が
広
が
っ
て
お

り
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
保
健
衛

生
や
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
動
向
を
注
視
し
ま
す
。
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さ
ら
な
る
安
全
・
安
心

を
実
現
す
る
ま
ち

新
病
院
施
設
の
整
備

市
立
伊
丹
病
院
と
近
畿
中
央
病
院

の
統
合
再
編
に
よ
る
新
病
院
建
設
に

着
手
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
必
要
な
医
療
を
受
け
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
状
態
に
応
じ
た
最
適
の
医
療
を

切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
医
療
機
関

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

新
病
院
は
、
本
市
が
経
営
主
体
と

な
っ
て
運
営
し
、
高
度
医
療
の
提
供

体
制
の
充
実
を
図
り
、
３
次
救
急
医

療
機
能
を
備
え
ま
す
。
ま
た
、
災
害

時
に
も
安
定
し
た
医
療
を
継
続
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
立
地
に
つ
い
て

は
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
や
台
風

時
の
高
潮
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
想

定
区
域
外
に
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
時
に
お
け
る
津
波
被
害
の
影

響
が
な
い
と
想
定
さ
れ
る
、
現
在
の

市
立
伊
丹
病
院
の
場
所
で
全
棟
を
建

て
替
え
、
阪
神
北
準
圏
域
に
お
け
る

基
幹
的
な
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
、
市
民

の
た
め
の
よ
り
良
い
病
院
と
な
り
ま

す
よ
う
、
医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
な
ど
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
新
庁
舎

庁
舎
北
側
に
立
つ
ク
ス
ノ
キ
の
大

木
は
、
新
庁
舎
の
象
徴
と
し
て
保
存

し
、
そ
の
他
の
ク
ス
ノ
キ
も
新
庁
舎

の
内
装
材
の
一
部
と
し
て
再
利
用
す

る
ほ
か
、
彫
刻
作
品
に
も
生
ま
れ
変

わ
る
予
定
で
す
。

免
震
構
造
を
採
用
す
る
新
庁
舎

は
、
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
際
で

も
業
務
継
続
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
防
災
拠
点
と
し
て
市
民

の
暮
ら
し
を
守
り
支
え
ま
す
。

環
境
省
が
提
唱
す
る
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ゼ

ブ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）

を
目
標
に
、
室
内
環
境
の
質
を
維
持

し
つ
つ
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

実
現
し
自
然
環
境
へ
の
負
荷
低
減
を

図
る
建
物
と
し
て
、
延
床
面
積
２
万

平
方
㍍
を
超
え
る
大
規
模
庁
舎
で
は

ゼ

ブ

レ

全
国
初
と
な
る
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ

Ｒ
ｅ

デ

ィ

ー

ａ
ｄ
ｙ
」
の
認
証
を
取
得
す
る
見
込

み
で
す
。

利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
は
、

Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
を
取
り
入
れ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
、
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
対
応
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
総
合
窓
口
な
ど
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
、
夢

と
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
庁
舎
と
し
て
整

備
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
千
台
の

見
守
り
カ
メ
ラ
と
ビ
ー
コ
ン
受
信
器

を
組
み
合
わ
せ
た
安
全
・
安
心
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
平
成

３１
年
度
に
は
、
見
守
り
カ
メ
ラ
２００
台

の
増
設
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
、
警
察
が
発
表
す
る

街
頭
犯
罪
認
知
件
数
に
表
れ
、
カ
メ

ラ
設
置
前
の
平
成
２６
年
に
は
１
千
８１２

件
で
あ
っ
た
の
が
、
３１
年
は
暫
定
値

で
、
７１６
件
と
６０
％
を
超
え
る
大
幅
な

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
ビ
ー
コ
ン
受
信
機
能

を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
市

バ
ス
や
公
用
車
、
児
童
く
ら
ぶ
に
設

置
し
、
検
知
箇
所
の
増
設
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
民
間
事
業
者
の
協
力
も
得

て
、
見
守
り
体
制
を
充
実
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

未
来
を
担
う
人
が
育
つ
ま
ち

幼
児
教
育
の
充
実

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
幼
児
期
の
教
育

こ
そ
重
要
と
の
考
え
か
ら
、
国
に
先

駆
け
て
幼
児
教
育
の
段
階
的
無
償
化

を
進
め
、
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
、
子
ど
も

の
成
長
・
発
達
を
一
貫
し
て
支
援
で

き
る
組
織
体
制
と
す
る
な
ど
、
公
・

私
立
を
問
わ
ず
、
質
の
高
い
幼
児
教

育
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
委
員
の
改
選
に
合
わ

せ
、
幼
児
教
育
に
関
す
る
知
見
を
備

え
た
委
員
を
迎
え
て
、
教
育
行
政
の

厚
み
を
増
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。４

月
に
は
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

の
開
設
を
は
じ
め
、
さ
く
ら
だ
い
こ

ど
も
園
、
わ
か
ば
こ
ど
も
園
、
こ
ば

と
保
育
所
と
３
カ
所
の
民
間
保
育
施

設
が
開
園
し
、
２５９
人
の
保
育
定
員
を

拡
大
し
ま
す
。

保
育
需
要
の
増
加
が
続
く
中
、
引

き
続
き
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
や

幼
児
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。

学
校
教
育
環
境
の
充
実

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
資
質
・

能
力
を
育
む
た
め
、
国
は
、
新
た
な

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
外
国
語
教
育
の
充
実
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
来
年
度
、
児
童
・
生
徒

の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
上
写

真
）
を
１
千
５００
台
追
加
し
て
配
布
す

る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
１
人
が

１
台
の
機
器
を
使
用
し
て
学
べ
る
環

境
の
実
現
に
向
け
、
高
速
大
容
量
の

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し

ま
す
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型ココココココココココココココココココココココココココココココココロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルスススススススススススススススススススススススススススススススス

感染症対策を

新型コロナウイルス感染症に備え、一人一人が手洗
いや咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスク
やティッシュ、ハンカチ、袖などで口や鼻をおさえる）
を徹底しましょう。
また、発熱などの風邪症状がみられる場合は外出を
自粛してください。
▷風邪の症状や３７．５度以上の発熱が４日以上続く▷
強いだるさや息苦しさがある▷高齢者や妊婦、基礎疾
患などがあり、症状が２日程度続いた――人は、帰国
者・接触者相談センターに相談を。
本紙３月１５日号は３月４日現在の情
報です。国内での感染拡大を受け、イベ
ントが中止・変更になる可能性があり
ます。事前に市ホームページ（右二次
元コードから読み取り可）などでご確認ください。

新型コロナウイルス感染症の相談窓口
兵庫県２４時間対応コールセンター

!０７８-３６２-９９８０
帰国者・接触者相談センター（伊丹健康福祉事務所内）

!７８５-９４３７
厚生労働省"®０１２０-５６５６５３

△！【いたみ健康・医療相談ダイヤル２４】看護師などが２４時間健康や医療に関するご相談に応じます（無料）"®０１２０-７８３-９９０ 「広報伊丹」は再生紙を使用しています

この号の主な内容

２面 引っ越し時の手続き

３面 子ども市展入賞作品決まる

４面 令和２年度主な施策（案）

５面 健康 ６・７面 みんなの窓


